


















































































































妻（歳），長男（ 歳），次男（ 歳），長女（ 歳）および主人の祖母（歳）である．主人の祖母は焼損高
度で，外表からは損傷の有無や生前焼死と死後焼却の鑑別は困難であった．後の 名には，胸部などに多数の
刺創を認めた．解剖の結果，主人の死因は煙の吸引による一酸化炭素中毒死であったが，他の 名は創傷によ
る失血や心臓損傷で死亡したことが判明した．その他の剖検所見も合わせて，本件は主人の引き起こした無理
心中事件と考えられた．火災現場から発見された焼死体の法医解剖の重要性が示された例である．
近年私が特に力をいれて研究してきた 	多型については，時間の関係上十分触れることが出来なかった
が，現在個人識別や親子鑑定に用いられている 多型のほかに，法医学特に刑事法医学の分野ではミトコ
ンドリア 	 の応用も盛んになるものと考える．
